
.15 
お知らせ号

2000/，，930 
.良市のシニノポル

九 亘書k今一
タヲ.，.-" ，..，. ，. {ヂ 0，;μ 今 夕 "

砂 10月は IリザイヲJ~推進月間J 直わ草い軍具草どを謡ってください。

世界温度膏回大社



-怒ら工・館山相阻

け
月
け
日
偏
開
館

館

5
 

i
f
i
j
i
i
 

j
m
n
j
i
iぇ

;
首

!
i
i」

!
i

Ei-bugsに
陶

2
1
2
1
1

そ
し
て
畳
い
塵
史
の
中
で
碩
W
温
ま
さ
れ
て
a
む
た
奈
良
工
芸
の

一
・
の
婦
長
暴
威
そ
図
る

た
め
に

m蔓
W
S
ぐ
②
創
作
'
・

e開
愈
す
る
ー
の三
一つ
血
管
筆
志
望
念
と
し
た
施
緩
と
し
で

i
i
t・

が‘

0・ 業内宮O
する理"とe.ii1'め..的(;It倫健誌の修得.め

，しますι

凋値段重 刀巴同盤古..・・・ 4ドT:，..111 
ヂヲ伸一， ヂザイシ{お飯事の・・0"・についてu
しみんどよりにて"知らせLますJ

.咽一闘町肺即コ

L'=司奪匹4会訟ど町作‘4盆"受を2表を1寸nる‘.と Lて s袋き."仇，nで

醐 吋1廿Eけす .帽附蹟蜘l岬a柿市聞‘匝工労開依，現酌思卜へ.

-相即.....
..のT.:l'である梅・ IJ"， "'... ・u・ A・

由・ . .."1内・9同・ 1・m・Eれt作品t.aa
4するととも6 ζれらの IZの副作温具を眼ぷ'"最

良のT':'"すばらしa..aしで‘らい ‘のづ"の

4 ゃ彼衡 ltiH~ .t ，す

OI田明

議奥'"L'::ド岡< 関昧の..人tlt.に "ι吋

O施置の厩要。

型住坊主協園

I聞 1TIIi'101t-'1".91' (λ嗣ur.slII判明

1・・術】阿字H学町 1--1 

I肉 曹1r.:aの作.艮1;(，行令曾.，眠不建、・人グ

ル プ 金調書会どが自分の作品幌市t拘周でs
，..鵬ボコナ '"脚 Lゐ...帳}工.. 

閑司~，..~臨簡で魯る旬例議 各組工Z線率

に健mサ.傭修司臨 場a・司駅伝ど
{入.明， "n 
{休館81I!・'"銀行の‘・合WI!II) 

保1I"'''lllt.11・"拠出動た，と..・， ， 

令!本!t'~ (12/1l611 1)15削}， .. 凶1 市伐所術 L~敵陣 IØ 3~ 111 !附へ.



-奈良工芸フェスティバル2000

なら工童書館開館記念

奈良工芸フェスティノ01/2000
~受け継ぐ 創作する 知うせる~

...演
担.~・R個の. 人J崎 北村昭Ji~ んが 4長良時代から

今に伝わり生全線けるそめ発と岐について語句 ます.

とを… 11i! 17日幽1後 I崎、 2時 ..句人間伺主

の..，附鳶，ん .テーマ…会Aの機;喜色良県鋼の."え

'入相 酬

シンボ内ム

?存分野の工Z作家が U 々の寄'(.i"盆ねて生まれるも

のづ〈りの事ぴと 健，.rが，，.味わえる r::品の脅し

さと也"愛蔵ι合，.:ます

と を"川"日出後2時5分、 3刷分 .テーマ

.奈良工3撃に鍋しむ・ と膏 11111) .固

奈良工芸の阪興を図るための施畑 「忽ら工益館J
~開館を配念して 芯ら工畜鰭で工差フェステ ィ パ

ル を聞きます.伝統均 筏にふれ 工霊の Dを感 じて

く'"さしL

肉

とを llfjl7日幽-"日目

ところ なら工麗館(阿字万字町)

~創るよろこび使う食し径一気鋭の作家が昂る[;)'の

ニニろとれ~'- .H:;'':j-…竹内恥ん { 刀彫!

人塩正 ~Á (会同町船 山4刊さん(濠Z際舗， ，閑Itlt

撃さん (':'llllL~誌立脅さん<m， ・コーディネータ

-'-- ~1n '1''''1' :-1lô~会長吋i咽きいλ割引

【定員1m人

l噸レ込み}

往復はがき 1:!t樹氏%輔耐計 『附会

〆ノオグンウム，.穫と得、て "月"日ぎでl問実行.

H1<，*，刷(，jj酬商工糊Ill'l'fb:別刷古 人酬 -

rlll-l D34→ 1 1 1 1刷 へ，，い場合i地払

• 紛糾. 四 ..示・
つくる「彼j を見

学附するとによ

り もめづくりのイしを

多くの人K却角隠しても

ちヲコーナーです.

'": Q回0 ". 皐 H>l"l，巳}づ〈り ''-'11 "''' 

現代の奈良ヱiLの工芸作家に

よるft&ll')t;，作品時4しH

とを 11111Hlli:lから同日

時"尾山午前"時、午後9

縛{入館"午後a時半まで}

・入蜘…叫l申し込みl
往復は川ド f桶

氏名 年齢首E凶I'l}

実纏日 .軍の積l
(午前午後の悔のあ

るもの" どhらか

を奮いで同11z7日ま

でI:I'!実行委貝会場備

制ヘa多い治合は被選

醐カ〆ナ銅山日

し込弘司要.

偽

• 
E 自|

、、個e•• ，ee町2l， .-. '・ の1舗

" .. " '" 
v、舗関."‘0内2， . '・"のl舗

。，閏

'"・
-":00 

守、ω"・R-mg， . a. 相のI 舗

日 目個

"13-Tv"関0.・伺，，"i，a倶z " e・

'0 _ 00 

" : 00 

陶，

.・a

角よ"• 
/;.111 

A医科

句.
t;..<I 

手掴)"，固でf.UI:l句

コ"宅"町

)止命"手陣惇プ札1レ14Fぞ向.点陳'"さを H) 
剛れだ九二"n~，ト

町 情団A止め際色

.喧典的
搭杓."'旬

t;;・量的柚を
且字で"イ

1訓 書"人

間 4降剖人

.斜 1/ 
l同 軒l‘人

i叩 1ft." 

/ 

・工芸ぽ官一る {販売}. 

現代の奈良工妄品'"，ステ

川崎織で制します.

とを 11 )11 ~ 日ω 何回 I~'，.!，

自衛IOJi'-γ後4時

・工芸姐阪・

l公の作'"れなりたいと患

っでいる人のたのの無"鯨機で

す

と告…IIJI18[W魁同日帰γ
綱嶋一γ制時

[問い合わ世lな ら工畿館開館配念 荻 良工主フェスティパル2α町長行委員会事締局

(市役所商工労政課内 ft34- llll問)へ。

園 祭庫川町
同 1則明



二集大鐘繭 丁目，.1・お初5ぜ子630-6560市役所包'"レ1111関

児
童
手
当

(o

・s・罵
務
教
育
蹴
学
前
の
児
童
F
対
象
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
)
の由甲問降、あ早めに
。
く
わ
し
く
陥

市
役
所
児
童
関
へ
.

市
議
会
九
月
定
例
会

九
月
土
一
一
E
に
欄
3
2
E
会
九

月
定
例
会
峨
+
E
聞
に
わ
た
っ
高

E
E
し
九
月
二
十
九
日
に
閉
会
R

a
g
し
t
・

こ
の
豊
に
E
Eし
たまの二コ

ち

2
2
2
5
新
た
に
置

された轟本樋想符別委員会費棚倉中

の
豊
富
i
;
の
E
E

，
べ
て
可
決
ま
た
隠
向
思
限
定
さ
れ
ま

した
・
寮件は次めとおりです
・

《願
倍
V

J
l
E
S
人
R
S
m
g

i
i
i型

計

外

9
2
6
7成
↑

E市

主
主
事
5
2
s
t
2
定

Z成
i
一

2
1事
E計
決
算

E
定
マ
子
千
一
令
市
E
2

2
A
h
針
決
憶
の
必
定
マ
γ
d
T
e

t

-

-

i

i

a

 

E

E

 

tT 

政

一
子
育
て
支
揖
雇
罰
周
霊

市
で
は
2
2
E
F
t
-

判
別
2
は
所
得
t
応
じ
て
主
し
ま
す

i
i
;
 

1
1
i
?どで

時的に

1
1
1
3い雪

i
官
官
官
で
7
品
を
限
度
と
し

て
お
E
Z
品
t

i

《

-av
f

f

i

f

"

 

マJ
T
成

i
aq鷹市
!r
本進併安・膏符闘"

i

i

F

a

-

l

a

 

人
2
3
S
7
4
v
z
i

E
山

i
苦
闘2
2

2

3

F

よ
:
2
3
E
E
例

事の一筋改正VHmaAA口主人未lム

条
例
m
E
け
V
Z
れ
宅
条
例
専

の
認
改
正
マ
ト
巾
火
災
予
防
条
例
の

E
正
v
z
s
g
z
t
取

:

i

i

リ

z

i

の
E
E
E
宮
E

世

E

i

s

i

E

 

〈
脳
間
V

ii--m 

鍾
志
網"a
絡
網逝員
会
A
e布
ae

-
-
マ
i

t

g

マ

z

f

f
矢

野

吉

山
首

f

f
需

型

五

;之上
E

i

闘
争
直

s
a
治
舷
品
小
耳
代
中
丙

空
中
村
歌
u
z
h

i
;
;イ》

χ

i

i

t

z

G

I

 

E
-
自
t
わ
た
り
児
Z
Z
に
凶

.. をq
じでいる励金
l
b

に

2
2語、
ス
M
g

めZZ
必川t
よ旬局、話術

ぐ跡、
J

ahqbAの復帰険会ど

民郎ャ叫

Z
ぃ

1

Eは

4

6

かun
以
内
で
日

N
AYj
 

H

品
川
M
UU

-ー削刊刷できます合

くわしくは

j
へ

園
聞
こ
え
ま
す
か

園
子
ど
も
か
5
の
S
O
S

Z
E
Z
E
E
-皇
え倉う

遣
を
めざし
て

E
z
-
-
が
罪
さ
れ
で
L
で

も
悶
凋
に
は
わ
か
り
づ
ら

I

也ものですい

2
2
1
5
3
5
h
j
 

を従うばか旬
4

じはなく倫んで
I

』る-m

E
え
る
こ
と
に
2
の
で
す

F
ど
も
の
S
2
4
号
、
た
ら
干

の
民
生
児
取
S
H
ぺ
院
中
央
児
俊
樹
磁
場

(化学町

包一1l
一七八八)または

z
z
z
E
め
4
5
2
L
で

〈Mにさい
F

「男?なかったらど

1
1と

i

f

t

:

t

E

 

S
唱
は
専
門
の
R
高
倉
指
導

L
重
品
Zf
f
a
t
員

L

t

f

i

t

i

逮

t
L
て
く
れ
ヌ
人
の
告
は
ゲ
i
す

2
2
F
f
f
E
A
い
ま

す
ぜ
ひ
T
Lて
h

t

圃
音
楽
療
法
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

圃
餐
戚
コ
ー
ス
盟
諸
生
募
集

ー

の

E

E

l

i

-

t
'
選
手

MV脅
喰
脅
迫

Eて雄峻の福怯と

E
7
2
E
し
て
も
ら
f
L朱

f
f
i
J
S
威
し
ま
す

定員
膏
模
様
訟
を
温

し

i

t

;

人
T
E
E
と
副

主
事

T
1
・

T
t

t
g
ι
 

定
め
る
剛
込
書
に
記
入

し
ω
月泊目までに市

育
訓
家
出
燃
J

民権・・石(・
y
m開
I

制鴨川町一七

l
j

i

E

E

z

 

i
H
H
9引
に
;
ぁ

句ます〈
わ
し
〈
は
阿
南
五
一O
l
八O
↓

六
)
へ

圃
土
地
取
引
に
は
届
出
が

圃
必
要
で
す

弘治協園

土処車引の
届
幽
肱
調
節
の
包
側
S
2・s

周
以内
に

き
告
を
告
し
た
人
民
!

なければ仏らない

E
高
占
目
剛

訟で吉

I
t
-
-
z君

臨
的
取
引
の
Z
の
商
陶
器
乱
開
発

企
ど
を
防
ぐ
た
め
つ
ね
仁
4
建
計
t

b
u
的
i
L
g
f
i

?
a
f
る
た
め
で
す

=・出の盛夏
与歯検
】

-
市極化区“.
4
2
7
mu卜

-市極
化
鱒鑑区‘

l
叶

5
F
阿U
L-

-
-
市
計
冨
区
国
事
制
n

i
r
n
m
U
L
r

も

Z
E
主
が
品
化
K
T
た

u
面
化
調
e
k
警
備
記
さ
れ
て
い
i

【属
幽
皇

制

t
目
首
詰
問
ー

に
取
引
宮
ゃ
!
?
記
人
し
a

j

L

i

t

z

市

町村誌に川町附でください

【

E
曹

vk
l
t占
有

剛
に
周
:
詰
に
通
合
L
で
L
f
e黙

が
E
f
i

型
u

し
て
い
R
場
合
は
受
理
し
た
u

t
3
2
以
内
に
ま
品
目
的
2

5
空
し

f
主

E
V
E
-句

;
i
に
つ
も
て
は
t

しまぜ人

【
罰
則
u
k

尾知町などの川公約をした
M



""幽乱軍賢官71.1017..拙彊荷台93-0001お犯らぜ・酉"幽!lAn44.100 1 

か
ら

2
4剛
以
内

4
M仰
を
し
な
か
っ
え

旬
偽
"
の
w駒
山

m
を
し
た
地
A

H

6

か
月
以

内
の
居
眠
夜
ま
た
は

wh円
以
ト
の
例
盆
1
0白

E

eら
れ
る
】
と
が
あ
旬
ま
す

一闘
い
倉
句
ゼ
】
市
役
占

me刷
機
ま
た
は
県

開
鐙
閥
復
認
{
智

一

T

O

包
へ

園
パ
l
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
固
査
に

園
協
力
し
て
く
だ
さ
い

鳳
で
ほ
語
荷
量

2
7
T術

告
と
典
型
目
2
1
4か
け
て

京
阪
樽

S
M
m略
パ
f

J

J
ト
リ
ゾ
プ
欄
僚

主

君

宮

全

を

立

し

ま

す

』の

a
f
2
2
品
ー

と
の
員
健
閣
の

R
2
2
2
1

s
i
f
t
x自
民

や

2
1
;』

役
立
て
る
1
め
の

も
の
で
す4

2
2
E
H調金闘が自

し
調
書

2
1
5
E
F
t

-

告

を

T
i
Z
T
E

Z
厳
守
さ
れ
里
思
量
2
2

M
的
l
l
健
わ
れ
る
』
と
は
あ
句
ま
せ
ん

伶
み
よ

t
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
協
力
会

お
刷
、

L
2す

【
飼
い
禽

2
2
2型
空
2
0

一?一

iILy
a
iは品

市
針
剛
4

a

(

包

二

1

0

肉
u

ヘ

圃
年
金
・

直
用
・
労
務

園
輯
料
相
続
会

恒
産
専
修
仕
事

T
i

と
き

r百
県
常
時
;
?

時

・
と
守
」
る

it--
君
"

刈一

J

日

}
f
:シ
高
官

E
S

JU
5

5同
士
宮
-

E
l九

O
O
)

へ

催
し
• 
教
室

-
ザ
ン
-
ア
ピ
リ
テ
ィ
l
ズ
串
良

圃

手
創
設
左
京
お
了
白
三
↑

-
t
i

t

i

-

闘
が
い

S
E
S
H
A
M

令
許
可
後

1
略
字

V
梱
甑

am
G
良

g
k
a

E高
専

門
制
緩
:

申

し

込

み

来

守
又
は
は
が
主
ヲ
ア
タ
ン

J
1
2

2
2
J
r
a
z
 

z
n
E
Rで

HHa
i符

で
附

j
い

お

の

?

聞
総
古
福
祉
セ
ン
タ
ー

-

zγgー一ぽ
左
撃
手
自
一
丁

一

-
eC
L
E
E
-
i
 

i

S

H
A
H
-日

山

nH咽
お

H幽
初

日
刷
、
後

1雌"

T
3
7
5阿

'E
隊
が
い
名

叩
月
幻
自
は
園
民
年
盆
保
険
料
問
月
分
の
納
期
限
で
す
a 巡回日程25自E君2FFしま聞き

"パ湖

同
人

・

8
2

【
は
が
き
人
}
の
お
4

・

酌
柿
趣

--
受
開
制
i

-R""
““
円
債
f
m
刊

E
U自民納
'

申
し
込
み

?

?

・
7

え
付
け
の
m
u
Rま
た
は

U
M
V
S
に
作
所

2
品
喜
一
フ

;
t
z骨

サ

B
障
が
民
自

E
Sい

て

HH12越
で
阿
?
?
へ
拠

覚
障
が
も
符
の
み

3申
し
込
み
可
多
い

場

合

は

富

園
東
老
著
の
家

-

T
問
一
山
に
説
尋
町
一
』
Z
O
--

.

，

?
一
一
一
亙

一

E
E
S
w
mut後
1

t
i
A
-Z
2以
上
の
人
と

z
z
vE
テーマ

大
刻
字

長

告

の

理

貿

さ

ん

E
Z
E

、

，，/2欄

'117測

1ν.倒

， ¥1 9剛

1 119 ~ 

11/10* 

11 /10.1; 

11114'巳

納
付
に
博
便
利
窓
口
座
篠
笛
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
・

L
E
M
ザ
き
が
い
に
つ
L
て

寝
匂
日
夜
縫
合
喝
へ

-a
申
し
込
み

F
A

一
家
庭
教
喜
座

i
z
E
i
i〈

E

の
解
決
と
家
庭
の
品
原
作
h
M
の
向
上
を
拠
ろ

う
色
掴
聞
き
ま
オ

と

e
】
け

Mn日
本

7
ロ
月

6
日
成
い

ず
れ
も
午
崎
山
崎
、

F
-さ
き

や

i
;
l
p曹

i

テーマ

目
仕
入
学

Z
E
Eき

ん

十

ど

も

の

Eab雪
金
書

懲
府
MV

'
定
貝

各
閑
人

--
受
横
倒

者

Z
レま

は
T
に
佐
川
氏

;・
22eい

て

H
2

1
1
i
i
zへ
i

s
s
c
a
t
u
a
E
p
f
 

ま
す

明白目明.

"/1~ 

園 弘治協

"沼.，.



ニ織大路南一丁目1-1.お知5ぜ子630-8580市役所包34-111H旬

市
円
引
白
川
ゆ
市
県
民
税

(-m3期
分
)

h 交 11• >j. 'I!・ 1接飴 . "・ o_匁両ij .I!!:町時 催時 吋 -

flftzf;tEESiれSMEi=r7121:;zL54siiT聖
司以hzS型fI2自Ez千語 4μてペf廟入館日 さ れ 輔
れきtHEfEd ti-B RE担 iif円 込書官;fpt誕空

ifiiFiiiE;;i!?弓阻fJjf陸曹咽!:ii
'. iiはま者る tEmI白τhd! 三JL hdヒ着 目樋圃... "' .... ・1b 長官 晶

1qadiztiFE i ;;ig盟国民 T4童
会住 ii"抱 2陀.~住薦民 金 二 い 凶希 圃・・・・・・・・・‘14 ~t< = 

の
納
期
限
で
す
・
納
税
隠
便
利
で
確
実
な
口
座
慰
留
を
利

mし
て
く
だ
さ
い
。

nvs量ー?tるき を ン 昨 日 ;l時 日 夜 凱 ー に 嘗
い食館象 1 ー オ V 明~ L. oン 会 j 縁コ伝情t，eZ下th合 空ムて
市内i金量igtiiii?ittiftHliiiEiES里品計T

i健主川 市川:: 8ラ 閤 マ 乎 ノtidzz同誌Lnn
iii14151 iii24711rjZT進対iii;tsfS11
iHiy miTi民4 1F!??:言明

---， 1: 1 ヰー /; :----~ -<:::;;-~倹 ゥ日
つ五万週 イ山 E: '*を.1----;‘:D 4 ...え、 殺

使わない家具1Jと"を

露って〈だ<!"ω

"かい賓の閏立と社会oJllc7)-曹として陣がい

奮とボランティアが家奥悠どのリザイク'"ζ取り組

んでいま，

買督え.どでま

だ新しし川，れど不用

lご怒った京.ゃ奪・

裂.があれば無債で

撮ってく1之さい.き

れいにはいて慶示飯

売し障がい禽緬継

に臨時..

いろいろた掘り出しも抑'わかるけイク"フ"

マケットを隠じめ・ro.るみ忽さんが・Jるイベ

ント甘.あ耽もリザイク崎姦しんでく閉山

〈陣コでほ岬町〉

家具噺{たんす.棚応後セット会的家電製品

{冷制問機闘慢なと刊で百九叫的会い

もの また家電製品，..間企から"年以内で飲陣Lて

， ， ~，もの

〈遭織.，
市リ伶イクル修道疎 (曾 71-8018-71-9

9001 "-. 

融行 ・ところ 街 地豆島Z彊・L-E'吋
良そごう層上(一条A路市 1川} ・内包 "ザイク

Pもヲリ ーマー今ヲ ト { 叫 叫 } リ"'川 崎珂

ごみiltt.'t ft~.-tIスタ 優発作品とごみ減. リサイ

タf哨 E愛媛及川「制刷貧JU制ごみ同勢

化等<ス' 優秀作品h慢など 惨その僧 衣・M は V話 I
.iJ!~'ぁ"ます ，…叶叫ん

-300 I1へ l

~ 

お?品2図



北"出彊断包71.1017東.. 出彊ffiC93.QOO1 お姐5tt・亙舗幽彊所ft44-1001

L
て
@
し
く

3
1・

と

e
unn日
伽
午
俊
1
時
半
、
3
随
時

・
内
'
q
『

U
H
績
の
食
」

体
験
と
鴎
溜
池
m

r
z李

賢

官

上

野

首

さ

ん

聞

傘
下
は
竃
将
殿
f
M内
館
館
長

・
芝

-m
mw

人

'
ス
凋
桝

脚
内

V
ス
咽
努

m
N

H
t国
E
l
f
f
市

Z
E百
望
号

E
z
i
 

「
文
相
の
b
三
岳
ベ
う
た
ア
メ
リ
カ
ヘ
』

2
2
9ぽ

?
"
5
1
2少

女
合
楢
問
ア
メ
リ
カ
積
書
検
れ
の
棟

f
を

骨
肉
織
の
漏
動
と
と
も

L
m
n
n
n
u閃
ま
で

鮒
介
し
て
い

1

同
組

午
前

9
防

午

後
亙
防

'
休
館

白

川
曜
日

'
鑑
膨
一

千
闘
精
之

--
入

富

有

圃
串
良
マ

t
チ
ャ
ン
ト
シ

ド
セ
ン
タ

.

，
印
刷
鎗
本
哩

-l

:
i
;-

療
-m
富岡人・
2

『
引
世
紀
を
笠
舟
瞳
m
ze--
の

8・

座

」

と

e
HH8日

ω午
後
7
時

9
時

---umテ

マ

欄
糊
寄
続
演

セ
シ
少
の
丸
M

霊
山市
文
さ
ん
司
廠
務
諭
日
比
』

1
2の
E
tま
す
・2m鉛

;
E自
V-

1
-

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
チ
ラ
シ

E
Eナ
1

E
2
3
;自
し

て

パ

ノ

コ

J
i
-
-
γ
E
7
1
2
3
 

ま
す
・8

HA
品

午

前

E
A午
後
4

時

'E
グ
ラ
ブ

イ
ツ
ク
ヂ
ザ
イ
ナ
ー
の

宵
川
家
出

5
ん

--
定

員

;
パ
ノ
コ
ン
の
あ
礎

的
傾
怖
が
で
き
る
人
川
口

人

-v
安
値
爾
科

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
刻
内

E
Sり
目
首

E
i
-
-に

セ
ミ
ナ
ー
名

:
;
!
 

書

い

て

品

ztEで

EF

l

へ
1
枚
に

一
人

ia比

me
フマ
f

ク

y

リ
も
d

可

多

い
楊
合
は
繍
選

園
東
Z
阪

国
子
と
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

川
広
畠
思
館
治
"
に
つ

lv
て
の
昌
男
慨
を

rJけよ

う
と
聞
き
ま
す

S
1
nu知
午
前
語
、

q
?

;
i
i
 

z
ei
a
i
e銘

柄

助
に
・
加
し
て
、
る

F
ど
も
た
句
の
同
程
表

谷
し
げ
る

f
a
M
L
E
E
-

E
E
-
-「八
二

へ

ス
ポ
ー
ツ

園
市
ス
ポ
ー
ツ
教
室

園
(フ
才
ク
ダ
ン
ス
町
部
)

a
z
i
g
-
-

i
t
 

と

e
HHH目

白

日

ロ

M9M

U

阿川
の
1
・
目
、
後
i
略
字
、
4
崎幽
下
・
4

回

Z-L予
E小
百

体

育
館
(
値

目

-E
f
-
-クグ
シ
ス
箇

;z:
:;

住

吉

f
t
E
氏
名

E

E香

Z
Rて

ω1
2
5
2
2

幽
明
開
門
之
さ
ん

{
Eγ
ω

岡
高
点
市
町
八
八

曾
一コ了一一
O
さ

へ

'E働
運

"
の
で

i
2と
体

2
2
2
e必

ず
閉
し
て
〈
だ

t
・

窟少年

フエスティ/f/i
近畿府県合同防災訓練

m隅苛少開-tに鏑l¥，!il \I~ 3t涜と

ふれあい日めます.

阪締淡路大震w忽どの大災曹を微剖として 大綱繰忽

災密閉に備えるため返'"阿照と奈良相支事前自衛隊

師同時抽災関係.関が抽出Rとの酬のもと

に隊合的怒防災耐を相い...そ明か刷出し吋

l. ，;ろいろ悠鯵厳隈示コナもaちりま，ので白歯 E貝
学してく1ござL、
とを H月岨 僻 前 岬4 問時学.小期決行 H こ

い里山 J酬晴天理附崎 市 、 曾わい附

企画課へ.

~会問 ~

間 的!129I!111刊噛一市川 '・とこ

ろ 渇ノ.運動公開補助制崩(法制} ・内

曾 スザ γ=欧実.減袋嘗県犬のデモ〆スト

レーン u など岬哨明岬柑門フ

トと進ぴのコーナー.機'賢治{スーパーポールす

くい 7ラシタフルトなど1.r~雌の~!I J ;!!7タl

ー 表 彰 式 山 一 一

'噛省出 l行役所仕間同~.
開で輔した帥虚の
合問

盟主主湖沼



ニ最大鎗南了目H ・お知 ら 曾干630-8580市健所包34-1111佃

iiiW1msiW7zzfiTSFHigi lH47 
? I}吻ど仇飲ピで字削 外クイ 自 ヲ， 飴"倉 ?d J mE 

11i?;iiiljiii;1自fi!;!問tiiiifft
;Hl3zzzd15116草花FHZ411;J'iE雪

315i15?iド社 主!!iiF燃料 リ
片付以上iZ? 見f i里民毒E》 44℃mtg

池
市
川
一

T
H七
l
o-
-ニ
一

宮
州
内

ー
さ
一
九
八
日
午
俺
8
防
白

川
崎

)

へ

多

い
場
合

2
2
2
3
2

5
2
iし

て
〈
だ
督
、

公
民
館

引 きih-言明 [!?を;:事で 明り5
371! 1 2詰E4畏EBR下押iA43f E品~ H需Sf同

i11j;!?zF!??iji!;jzi露jiii;;…ι"  !I _~ 1> 'i ーをー
h 目 ~I~ t1 ~場h d i 225告詩
的一会 … "園…jjEf f; 曾露謬 b f付託

法?品2固

人権が尊重されるふれあいのある社会をめざE

人権草の根講演会 同和教育ブロック別研修会(後期)

λ極意置を高め さまざま"人種問冒の前理lζ 「くらしの中"人権>J垂テーマl乙市暫宵轟轟金と市同和

同"て茜地区で「人種」在テマとした副酒会 教育担進協晒金が聞きま官.日用主活のさまざま早人帽に聞す

聖開埋ま宮， る間睡について回し古いそれをく己し4岬"生かすことによ

畳構輯 揮" .申し込み 小宮"措会場へー コて、「人権文化め劃適jをめざします.

研悟方法 小グルーずによる話l.fiい字胃 '申し込b 不
地E と曹とζろ 揖師漬圃 哩っ也接会場へ。

.同，世宵蝿胃主事SPE村H膏S世吾町ん
神 羽田)11'11'.1副 'rlflll~ Á. I ; I e 曹 ととる ブロッヲ{地".，

" 直 干蝿酎岳民草 r._.寸'句から英軍へ K田B必1'11略、a司11111匝士R・責踊"固庫本町}
H て'Uhへ」

市入植膏量揖圃曙.揖4輔自 ，"'転セ陣7時 "11"司."';:・ ..1'・'t:.!-:・・4佐 噂盟、.川"

性配台 W!l 21IN~ 1 I!''''_I.'ん 11/2 ，込ト植2時， ，時中央企置・甫揖1';1;官身、崎奮剤 厳車、司町泊

海左よ t車E 干岨.j!:J(凪'"の"“肉，.τ 11/7畑，量τ時..甫畠，.圃咽値目"瞬繍・ ・1'"
、コミ且二十 J ヨ'J生IU-I

III~"師陣"時寸時中廃止R・申畠 1 ・書、量皇陛量..陸且問、_.・E・

市人岨冒曹暗闘団量圃町

平坦 干岨1;)(岨 r..II(訟とよろか" 1 : III"."HI略、4司自崎岳民且酎.白"島やめ亀字圃膚干崎伏且剛丈"，

人権問阻"止るJI : r.川.u量了時 ，時 露崎岳民陣中‘E・..i、..11:;1同町，宜J年団}

盲畢南)0)11111'島 県開制R育d軍.""軍町姐中訓H告"L事Z画ht局Fん E川HH'降、，曙..直土民掴止盤"奮が車、世保台、，車、神崎

干園 置岡量出"・ 1も〈らのLあn品中世，iHhづ噛〈やさしF 白(I:I"!I'H置2峰、4時富・1¥10・肉.・1・・;1:_..前、島阜、盲.摘 、学僧・1
宇閉止相骨飽 '"の Lて、 l

崎同"いすれb午世7開~由時 I問い合わせ1市役所社会教育現へ。



北白1m彊雨宮71-1017...樹強所倉93-0001as短5Uo函館出頭所1"1:44-1001

園
畳
美

3
E
公
民
館

-

亨
矧
也
市
合
安
ケ

g
'白
幽
一
《
二
色
汽

-
z一一

T
B一一一

記綱
盤畏
"
鎗
配
含
嶋
監

「
量
販
の
働
?
ら
と

E
lマ

に

「
干
減
京
」
に
つ
い
て
冴
え
て
も
ら
お
う
と

閉
さ
e
す

IIr.出目 11/19ヨ
I "'~日l

E 
内. 

時
綱
M
M
L，
れ
も
午
前
川
U
盛
岡
j
!

主
苧

z自i受

叩湖川人

-''
繍
⑤
切
内
。ず
凶
附
仰
月
幻
N

E
2
3
t
t
E
n
 

-
-っS
5
5
1
H

Z
T
笑

芸

象

台

間

J
H
}
H
内

'

州
政
白
争

防

z
r
{

健
一

1
n
v

一H
円

マ付属

2
A出
町

)

干

内

v
n

z，【一
E
E
F円

E名

i
方
円

t州
予
言
婦
人
会
五
万

-A論
調

1

W
H

一一

と
れ
一
市

t
E
二
関
千
代
V

E
r
u
v
f
F
九日

Z闘

久
実
(
山
輪
開
町
)
五
?
内

指
定
寄
付

桜
下
舟
恵

F
{
a
-
m
a
R町
〕
肉
万
川

・
リ
ザ
イ
ク
ル

Eグ
ル
ー
プ
ひ
ま
わ
句

C
Dプ
レ
ー
ヤ
ー
カ
セ
y
ト
デ
ッ
キ

M
D
aフ
ン
ム
万
七

反京滅平
古代中台のリサイクル

え人たらの知恵と工夫

市笠車学習慣穂..システム r..sおっとJの登録佐浦"ら

笠Z学習活闘をしてし渇グループを濁介しま， ス会そfft¥!l;!:
ど癖鯛巳ついて儲それぞれの建絹lt̂'1.i買いじます.

煙草文化開発到園周査の庖奥を姐コてもらしに文

化財 三慢しんでもらおヨと開きます.

先人たちび隈ら町闘を酌1悶めと伺を

どcように工夫して魔鞠相周 荷積開

ぎたかについて自

.緩京の笥代4雪中

心に展示します.

耽昨年即売

握調室で出土し"

文似の終戸傍や人

形(ひとかた}悠

どを献しまず.

ぽ … 111111伸一則料 13-5'11'12日を
除<r. . (1咽日 健日 lifl.II1句前9時、午後5時

{入場'"時，まで} 惨とこる 壇磁文化財綱食

<〆，- ，人'f，，:.'f両r!1I ..λ淘斜 焦れ 惨

肌噛わ営 同七~ ，一{倉 33-18211"-0

lふるさと鎗叩輔副仰 刊の即酬を抑 制

"人 瞬間人 k;人 {λ)M，(，J¥-でも卯本めある人自民趨(胞)(1.11 
公h脚 本法崎明間 (温}町、沢氏一

lリフレッシ，Il内) ン守ズダJ ス (飽' "人 女印人 {λ】

主i子育での女性を付象 子ども途れ可 {恒久 牛きを学"セ J

タ (杉，町"温)餌鵬酬，，~ポJ慢の，'，柄
Iとも倍ちIl内} 人慢の {-1fで>t費 (81 l~人女"人

{入} ンングルマザザ クル tども違れ'1(値) r:i-f-福祉

センタ ー (樹木訓"適}叫叩糊代帥上倒

Iル ートIl内)キ J ズエアロピクス ，.】 防人 別5人女

'"人 ''''年長、イ学4均 体験可 {箪】 '!'.iJ:テ習セノタ ー

{遭}配J_，肩J91tkの2凶能子

I奈良商盲安置帽気功クラフIl内)HfC市R安の量陽気功で明る

い日々 を {霞'"人明"人女町人 {入}筑幼で体，爾霊しまL
ょう (値】ゆ喚"'I(鎗"条町"遭)ft-l3-SJ5l代表の対...

値字吻観綱.，，(角 =市.内蒋 (降 二金岡昌男 女(入1.λ会情徹{‘1"
吋漏刻..，置 =醐支 咽".同 ぞれ，れのi古..I't"-o、の

個への縄復申0"なら!l-> tJiおL でl比重4辞書"， I - ID1~細川、

回 裏血しみん巴"
F 山司



二条大沼南一了目， -，・お初 5tま〒630-8580市復所管3'レ111U。

...笑みん忽~健やかで・b'忽隼活を l

険{累

枕した日いつも願ってし明

民
閉付加 突然やってをH .刊ょう広とき もしすべての医療費を闘で阻うとし日大変で'・み

ん忽であ金ぞ出し倉って豆いに.，オ合い 安心して区篠を費出れるのが置皮質康保険町慢で>.
園駅旭川町 向山に周也捕れると 冊 医向いためそのM ・S・団自己負症とわ

たの 保険特もさ"'"まって (eD;2空軍まで)刷少忽げれば怒ら"'忽ちま菅

岡崎a医師廿 めた闘.

駒山

凶保広旬険極

阿似の保険毎

酬の惚阻 肘 . . ・

健え令("'.，た帥の傑臨

~こん"ときに肱厨げ出を(世情主が14日以内に)

国
民
年
金
相
談

市 町役所時四出帆毎日開問唱する山mNm¥l'-"IU¥! 3: ~四四へ.

答

年
金
の
手
慨
を
や
支
払
い
を

迅
透
か
つ
主
確
に
ほ
三
え
る
よ

う
に
す
る
た
め

で
す
@

間
基
礎
年
金
番
号
は
伺
の
た
め

に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
園

2
411主

催
さ
れ
た
縫

健
年
金
骨
サ
は
そ
れ
ま
で
阿

K
年
盆

f
za保険
告
書
?
骨
日

決
め
ら
れ
て
も
た
加

tAZの
年
令

euす

を

Z
L
T
5
1通
じ

て
向
じ
信
号

S
I
E
V
E

-っ
1
m
a
z
Z
E

E
-加
入
し
た

i宇

E
Lで

厚

生

主

員

会
ど
初
め
て

前

2

に
個
人

L
E
E
-
7

2
量

や
量

1
2
f

誇
る
よ
う
に
な
っ
て

t
t

S
」
ま

E
T
--

z
i
z導

入
す
る
前
は

そ
れ
ぞ
れ
の
公
的
主
制
度
ご
と
i
加

4
2
1
3
2
i
 

e
Lて
も
た
た
め
も
ろ
も
ろ
な
岡
閉

が
性
じ
て
」
ま
し
た
e

飼
え
ば
量
ゃ

a
Eia

R
2
3
i
f
f
 

怒革協?ぷ固

す
る
〈
会
人
M
V
掛
川
を
忘
れ
て
い
て

;
i
i
z
-
Sで

き

ず

納

於
L
C
Lて
K
加
入
の
ま
ま
何

i
i
i
F
 

企
る
と
い
う
今

i
x
が
あ
り
主
し
た

-

加

入

量

E制
度
倉
温
じ
て

智
却
で
き
佳
い

rめ
銅
色
聞
の
保
全

自

害

さ

れ

i
i
E
L

i
2
2
2
1
=
 

i
s
i
;に

t
w
jか

け
る
】
と
も
あ
旬

重
し
た

公

的

主

君

ι加
入
し
て
い
た
令

!
;
!
 

で

Z
Zる
よ

qiIt
こ
う

L
た

Eも
起
き
に

i
t
-

-
i子

飽
き
や

PAt

i
-
-
s
q金

側
緩
や

き
が
量
か
っ
警
に
針
え
る
の
で

す
・



合 34-1111) 

合 34-1111)

n33-7876) 

暗色ツターに耐居間官一丁目1ー釦
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来月の
こよみ

事

七五三
(市内各樽社)

11!115日は t'1i: 三の侃いで

rどもを連れて神性に嘗謝するよとが広

<hわれてい ます. 七五 三とい っ年

前カチどもの成長のづえで大切な節目で

ある左いヲ考えは 昔角らの習慣と して

あ句ました.

ヒ K 三が終わると 幼児カら子ど

もの仲聞へ入ると考えられていました、
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